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ウ ラ ン 核ー0 .然分 裂
萩 原 篤 太 耶*
.ソ 聯邦;レ 三 ングラ ー ドの墜 士院 」ラ.ヂウム癖 究所(Rndtvnn!nt.漣α8必翫 加 油 り川ゆ の
べ トル%1.一クIK..A..Pevjnklは,勃理技術 研究所 α吻 鋤 鰄'・溜 鼠)の ツ リ宀 ヨゴ
・{・1幗と絅 で棘 子一齢 裂・關して新レい一つ嘩 見を.した・報仁で誌 即う・
#L(iウランの賠 核紳 断 そめ鰹ρ麟 線ρ作肋 もとで禰 祕 と同じやうK.蔚番
號の伽.・よつた諮 櫛 し噸 量の二つQ黝 牌 肖畍 解する1撚分裂な碑 象を泣 ラ.シ
襯 を塗附し斌 鯛 鞭 肌 て瀧 ゆ燥 ζ恥 の⑱ う・ ウ㍗ 肝 ぱ皀卩ちひと7りで1と
嚇 ぼつh,.ぽつりとご?殫 牌 鐸 する襯 測り飜 によれ叫 黼iこ勵 齢 禦,
装置 をよくしでみ.ると2δ吏で分裂する.原子が認めら.れた・.そしてと.れか.ら,ウラ.シ康子數奎..
需bT度 禦分が分裂'してgdsい康子 に期壌するまで の宇減期は,1016LlO「7年宦か り要するとと
になる・しか もvs.1&に はかLる 現象が児階されなかつた
が ・狛 鮒 翼なる現象は・從 つてウラーウ源 子のや うな非常に重)厩 知駐}ζ備 造のある
も.のが銑に安定では.なも 塞 ろより箪純なある鰍 源 罫 腱 へと分解する傾向のあることを實




て韻 り7・ ビンによつて報告された もので随 の後ρ沸息は未た全 ぐ刹 明 してゐないや うで
あるが,も し之が果しで確實な結渠であn,全 く夫氣中の中性子.老めf也の原因にも直接基閃し
・てゐない.ことが一般:に確認 され るに於ては,之が又茲に新 しい事實 として學界の典味を払 き立
たせ るに充分であらう・




.ベー テ(H一 、・Beしhe)9⊃is依れば,星=ネ'レ.ギーの根距は4個 の水素楼から2個2)ポジト
ロンが放出して,ヘ リウム核が.形成される過程にある.と推定 され る・帥ち此揚合には,炭素と
窒素とめ兩県子核を一種¢)觸媒的存在要素 と見倣 して,次 芝)如くr':;一水素系に對し循瑣邏鎮
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っま 夙 ζ.Lでは單純な核の笹韃化ずる 合成遍程が實現 され」それlcltつて絶え牛.ヱネル
ギ ーが これか.ら發虫 しつL.あるのである,『
一方孕最近追究.され つ.、ある超ウ.ラン元素助¢～放射性 と云ひ,中性子等 によるウラγその他
op核分裂と云ひ,又前.蓮のや うな ウランの.肖熱分裂と云ご㌧我 列 ‡岐 早地球上に於て安建な元
　へ
累週1髀の極騨 嫁 で到邉レ.以て弓唯 子をも期 す麺 喉 り崩壊衂 元遯程と・一敵 嶂
ヘリウみ核を生成隊出すち.放射能邉程とに當画してゐるめである...
.從つ.て要す鵬 麟 勲 閣 版 婁騨 輔 硫 孔 た齢 崩 勵 て魅力
的.な課 題 の 一 つは、今後,{ヒ學 元素 の循 環.元 素の形 成 と淌曄 現 存 同位 元素 の相
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